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北嶋 守 氏
一般財団法人 機械振興協会 執行理事

兼 経済研究所 所長代理

「脱炭素社会における
地域イノベーションと中小製造業の可能性」

I n s t i t u t e o f B u s i n e s s R e s e a r c h
N i h o n U n i v e r s i t y C o l l e g e o f E c o n o m i c s

講 演 テ ー マ

日 本 大 学 経 済 学 部 産 業 経 営 研 究 所

公 開 研 究 会

■推薦者の言葉■
北嶋氏は、長く、経済産業省の外郭団体の経済研究所で、中小企業振興に関する研究を実

施している。本講演は、北嶋氏らが近年実施した地産地消型再エネルギー機器による地域再
生について、研究の背景・目的から研究結果を講演していただく。具体的内容を以下に記す。
世界的に見て21世紀という時代は、洋上風力、火力、原子力等の大規模集中型電源と地産地

消型の分散型電源が併存するエネルギー政策への大転換期とみなすことができるが、その中
で、分散型電源の普及は同時にエネルギー自治の考え方をベースにした地域ビジネスという
新たな地域産業政策をも意味することになる。特に超高齢社会・人口減少社会にあるわが国
の各地方自治体では、これまでとは異なる地域産業ビジョンの構築が不可欠になっている。

本講演では、再エネ分野の中から、特に小水力発電、バイオマス発電・熱利用、地熱発電・熱
利用といった地産地消型再エネ機器に焦点を当て、国内各地の先進的な取り組み事例を紹介
しながら、地域のエネルギー問題と地域産業の活性化について解説する。さらには、当該分野
への中小製造業の参入状況などのアンケート分析も踏まえて、地産地消型再エネ機器による
地域イノベーションの可能性と課題について明らかにする。

本講演では、エネルギー自治の視点で調査研究を実施している研究者、地域の中小製造業
やベンチャー企業の方々に対して、エネルギー自治と地域産業を連動させるためのヒントを提
供する。

（経済学部教授 日比野 浩典）

日 時：２０２４年１０月１０日（木）１８：００～１９：３０
会 場：３号館 ３０８２教室

一テーマ 「社会構造の変化と産業経営」


	スライド番号 1

